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本研究は「臨床現場の患者―治療者から」と
いうボトムアップ的視点により鍼の治効を探ろ
うとする質的研究である 

 

 

  本報告では腰痛患者の語りから 

 人文社会科学的研究デザインにおける 

  「鍼の治効の多元性」を考察する 
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昨今では鍼の治効に対するEBM確立のために
RCTによる検証が多くなっている。しかし、RCTの
検証は臨床現場でみられる「鍼の治効の全て」を
示すものではない 

 

 
 鍼灸臨床においては、多様な背景をもつ 

   患者と治療者が鍼治療を通じて 

 「個別のリアリティー」を構築している 
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 臨床現場の視点（質的）  研究者の視点（量的） 

ボトムアップ的  トップダウン的  

   還元されうる方向 

図表１ 
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  人文社会科学研究 
    現代医学と文化科学の 
  実践的協働の可能性 
              （池田光穂，2007） 
 
 
 

 

「病気に適応する」という文化
的行動を進化させる  
       （医学的解釈） 

現代医学も我々の文化的産物
である 
    （人文社会科学的解釈） 
              
        

  語り分析の意義 
患者の豊かな語りは、医学の
専門用語ではまとめること
ができない  （鈴木勝己,2014） 

 
 

鍼灸臨床の患者や治療者は
関係性を基盤として相互的に
言葉や態度に応答 

 

個別的で多元的な「語り」は
鍼灸の治効を探る手がかりと
なる？ 
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対象：Sさん 男性（73歳）      

所見 
左L4-L5～関連痛を主訴 

体幹前屈位40～50°及び着座・起立動
作により疼痛 

Kempテスト（＋）SLR（－） 

近隣整形外科X-ray 

 L4-L5狭窄を認める非特異的腰痛 

 

 

鍼治療の方法 
場所：当院 

期間：2013/12/2～13（全5回） 

方法：左L4-L5～左上臀部神経
領域へEAT10min,5Hz, 刺入深度

約40㎜,寸6・3番×6)  

 
変性椎間板における神経伸長 

＝deep nerve ingrowth （篠原ら 1970） 
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 インタビューの方法 
 
鍼治療中の筆者とSさんの対話
及び対話に基づく半構造化イン
タビューをICレコーダに記録 
※ 調査承諾書により倫理的配慮 

 
         
    
    全15項目の質問 
対話中の韓国ドラマとは？ 
鍼によって痛みが取れる、治るとい
う実感とは？ 
施術者に対する信頼とは？ ・・・etc 
 
 

    分析の方法 
 
対話及びインタビューをトランス
クリプト化し、分析表を用いて語
りを時系列的に表記 
 
 
 
 
 
 
 
鍼の治効と関連性の認められる 
      語りから考察 
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 12/3(第1回目）NRS（Numerical Rating Scale）１０ 

12/6 (第4回目）の鍼治療によりNRS1～2へ低下, 

    12/13（第5回目）で中断した     

 

 

 疼痛が緩和した背景に鍼治療を媒介とした 

医学生理学的及び文化社会心理的機序による 

「治効の多元性」が関わっている可能性が示唆 
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治効の多元性  

 

 

①医学生理学 
 

脊髄性痛覚抑制機序 

フレアー現象 

刺入深度と疼痛緩和 

 

 

 

 

②期待理論 
 

許凌（ホジュン） 

治療の場への期待 

治療者への期待 

不安の対処 

③イメージ 

発現 

鍼刺激による自身の
主観的な 

イメージ発現 

 

図表２ 
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        Sさんの語り 

「何か前と違う、あのぅ、軽くなるっていうんですか。
痛みが・・その時よりもやっぱり、終わってまぁ、・・明く
る日ですよね・・」 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

EAT10min 

翌日に疼痛↓ 

刺入深度40㎜ 

 
 
 

 
 

 
 

 

脊髄性痛覚抑制
フレアー現象 

刺入深度と疼痛
抑制 

 
 

 

治療者が解釈する鍼の 

医学生理学的治効要因 
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       Sさんの語り 

「ドラマで（ハリを）打つ時がかなり重要なシーンで、
しかも失敗するっていうのはあんまり無くって」 

「おたくに来る方々が、みんな親しく話している
しー・・信頼されているっていうか・・」 

 

 
 

 

期待が高いと疼痛改善されやすい 

 

ポジティブな鍼治療の印象と不安
の軽減 

治療の場と治療者に対する期待 

薬（鍼）と偽薬（期待）の相互作用
（Evans.F.J,1985） 

 
 

 

期待理論による 

鍼の治効要因 

「許凌（ホジュン）」 

 治療の場（suffering 
community） 
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         Sさんの語り 

「神経とか脈絡（経絡？）ですか？・・信号っていうの
か、感じるのはまた、それなりに効くのかなって思う
んだけどね。」 

 

 

 
鍼刺激によるSさんの主観的イメージ 

 

 
 

 
 

 
 

 

外的コントロールとして鍼 

↓ 

イメージ発現 

↓ 

疼痛軽減に関与の可能性 

 

イメージ発現による 

鍼の治効要因 

図表３ 
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疼痛軽減 
 
 

人文社会科学的視座 
（人類学・心理学・社会学・医学等） 

治効の多元性 
（本研究における期待理論・医学生理学・イメージ発現） 

 
 

鍼治療 

治療者 Sさん 

研究者 

図表４ 

13 



RCTによって鍼治療そのものの有効性を抽出
することは重要である。しかし、こうした検証
結果に基づく鍼治療を施したとしても、必ずし
も患者にとって良好な結果をもたらすとは限
らない 

 

なぜなら、臨床現場では必然的に「患者と治
療者の関係性」が産出し、良くも悪くも鍼の治
効に影響を及ぼすと考えられるからである 
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鍼灸臨床に患者と治療者の関係性が介在する
限り、その治効も個別に検証する必要がある。 

これは鍼治療の妥当性が「それぞれの関係性
の文脈的解釈」により意味づけされることを
示唆している。 

さらに、こうした研究の積み重ねが鍼灸の「多
元的治効要因」という概念モデル形成に繋が
る可能性がある。 
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